
7/4-7/10 聖書日課と分かち合い                          

Y.K. 

7 月 4 日（月）詩篇 118：22 “退けた石が隅の親石となった” 

118:22 家を建てる者の退けた石が 隅の親石となった。 

7 月 5 日（火）コロサイ 1：20 “ただ御子によって和解させられました” 

1:20 その十字架の血によって平和を打ち立て、地にあるものであれ、天にあるものであれ、万物をただ御子によって、御

自分と和解させられました。 

7 月 6 日（水）ルカ 6:37 “人が裁かなければ” 

6:37 「人を裁くな。そうすれば、あなたがたも裁かれることがない。人を罪人だと決めるな。そうすれば、あなたがたも罪人

だと決められることがない。赦しなさい。そうすれば、あなたがたも赦される。 

7 月 7 日（木）ヨハネ 13：35 “互いに愛し合うならば” 

13:35 互いに愛し合うならば、それによってあなたがたがわたしの弟子であることを、皆が知るようになる。」 

 

 

 

 

 

イエスさまがご自身のたとえとして引用された箇所です。（マタイ２１：４２）この後、「これは主の

御業 私たちの目には驚くべきこと。」と続きます。私たちの目には驚いてしまうほどに不思議に映る

神さまの御業は、全知全能の神さまからすると当然のことであり、「神のなされることは、皆その時に

かなって美しい。」（伝道の書《コヘレトの言葉》3:11 口語訳聖書）のです。 

イエスさまが救い主たる所以です。イエスさまの来られていない時代は自分で罪の赦しを請うために

供え物を捧げ、懺悔の祈りを捧げていました。そのうちユダヤの人達は自分を汚れないようにするこ

とに一生懸命になり、それをしない人たちを軽蔑していきました。イエスさまが来て下さった今は罪

を赦されている感謝の祈りをお捧げしながら信仰生活を送っていくことが出来る。恵みですね。 

「赦しなさい」と「裁くな」は頭で理解は出来ますが、「人を罪人だと決めるな」は難しいことだと感

じます。当たり前のように社会のルールや経験による常識から判断してしまいますし、また信仰に対

しても比べてしまいがちです。逆に、それが出来れば「赦す」ことも「裁かない」ことも無理なく出

来そうです。祈り求めていきましょう。 

お弟子さん達のように教会の皆で「互いに愛し合う」ことが出来れば、もうそれが伝道になります。

そういう伝道の仕方が出来たら嬉しいですね。前節には「あなたがたに新しい掟（おきて）を与える。」

と念を押してから「互いに愛し合いなさい」と言われており、徹底するように言われている事が分か

ります。 



7 月 8 日（金）2 ペトロ 3：18 “イエス・キリストのめぐみと知識において成長しなさい” 

3:18 わたしたちの主、救い主イエス・キリストの恵みと知識において、成長しなさい。このイエス・キリストに、今も、また永

遠に栄光がありますように、アーメン。 

 

7 月 9 日（土）フィリピ 3：20 “わたしたちの本国は天にあります” 

3:20 しかし、わたしたちの本国は天にあります。そこから主イエス・キリストが救い主として来られるのを、わたしたちは待っ

ています。 

7 月 10 日（日）エフェソ 2：14～22 “かなめ石はキリスト” 

2:14 実に、キリストはわたしたちの平和であります。二つのものを一つにし、御自分の肉において敵意という隔ての壁を

取り壊し、 

2:15 規則と戒律ずくめの律法を廃棄されました。こうしてキリストは、双方を御自分において一人の新しい人に造り上

げて平和を実現し、 

2:16 十字架を通して、両者を一つの体として神と和解させ、十字架によって敵意を滅ぼされました。 

2:17 キリストはおいでになり、遠く離れているあなたがたにも、また、近くにいる人々にも、平和の福音を告げ知らせられ

ました。 

2:18 それで、このキリストによってわたしたち両方の者が一つの霊に結ばれて、御父に近づくことができるのです。 

2:19 従って、あなたがたはもはや、外国人でも寄留者でもなく、聖なる民に属する者、神の家族であり、 

2:20 使徒や預言者という土台の上に建てられています。そのかなめ石はキリスト・イエス御自身であり、 

2:21 キリストにおいて、この建物全体は組み合わされて成長し、主における聖なる神殿となります。 

2:22 キリストにおいて、あなたがたも共に建てられ、霊の働きによって神の住まいとなるのです 

はひとことで言うと「熱い人」、弟子の中でもリーダー的な存在だったことが聖書を通して伝わってき

ます。「わたしも言っておく。あなたはペトロ。わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てる。」（マタ

イ 16:18）とイエスさまに言われ、信徒（キリスト者）のリーダー的な存在となり、イエスさまから受

けた愛を伝える者として歩んだペトロ、その頃のイメージは「愛の人」です。 

口語訳の「わたしたちの国籍は天にある。」の方が馴染み深いという方が多いかもしれません。イエス

さまを主と信じ、教会に集っているピリピの人たちに対して、もう既に天国の住人として籍を入れて

もらえていることを伝えてくれています。嬉しいですね。 

（イエスさまの）十字架を通して、私たちを一つの体として神と和解させて頂き、敵意という隔ての

壁を取り壊し、滅ぼしてくれました。 

（教会は）キリストにおいて組み合わされて成長し、主における聖なる神殿となり、私たちも共に建

てられ、霊の働きによって神の住まいとなる。使徒や預言者という土台の上に建てられ、そのかなめ

石はキリスト・イエスご自身です。 

「実にキリストはわたしたちの平和」全くその通りですね。 

イエスさまに感謝です！ 


